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【はじめに】 

新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、令和

２年４月 16 日には全国に緊急事態宣言が発令され、

不要不急により外出自粛が余儀なくされた。 

本市においても、介護予防に資する通いの場に対し

て令和２年３月 16 日に活動自粛を検討するよう通知

を発送し、同年５月 28 日に再開通知を発送したが、

緊急事態宣言前のように元通りの活動再開とはなら

ず、活動自粛延長や参加者の縮小等により、高齢者の

外出頻度が低下することとなった。 

そのため、新型コロナウイルス感染症による外出自

粛要請に影響を受けた高齢者の健康への影響につい

て基本チェックリストを用いて調査することで、再開

後の通いの場の活動における有効な健康づくり・介護

予防の推進に向けた取組内容について検討する。 

【対象】 

市内で活動する通いの場の参加者に対して体力測

定および基本チェックリストを実施しており、そのう

ち、平成 31 年度（外出自粛要請なし）または令和２

年度（外出自粛要請あり）に基本チェックリストを実

施できた高齢者 1,034 名（重複あり）（平均年齢 75.0

歳±7.22、男性 120 名、女性 914 名）。データは匿名

化し、個人情報の保護に配慮した。 

【方法】 

基本チェックリスト 25 項目の該当率について調査

した。また、平成 31 年度に実施した群（n=625）（平

均年齢 75.0 歳±7.28、男性 71 名平均年齢 76.0 歳±

5.62、女性 554 名平均年齢 74.9 歳±7.46）と令和２

年度に実施した群（n=409）（平均年齢 74.9 歳±7.13、

男性 49 名平均年齢 76.8 歳±6.24、女性 360 名平均年

齢 74.7 歳±7.20）の２群間の該当率を比較した。 

【統計学的処理】 

 統計処理は、平成 31 年度に実施した群と令和２年

度に実施した群の２群間の該当率についてカイ２乗

検定の独立性の検定を用いて比較した。自由度１で、

有意水準は５％とした。 

【結果】 

 ２群間のカイ２乗検定の結果、問１「バスや電車で

１人で外出していますか」、問 12「肥満度（BMI）は

18.5 未満ですか」、問 13「半年前に比べて固いものが

食べにくくなりましたか」、問 17「昨年と比べて外出

の回数が減っていますか」、問 22「（ここ２週間）これ

まで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった」の

該当率は、平成 31 年度に比べて、令和２年度の方が

有意に高い結果であった。（カイ２乗検定 p<0.05） 

その他の問は有意差を認めなかった。 

【考察】 

新型コロナウイルス感染症による外出自粛要請に

より、旅行等の電車やバスでの遠方への機会や外出の

回数が減少した。また、他者との関わりの減少等によ

る社会的フレイルの状況が長期化したことで、口の健

康リテラシーの低下に繋がり口のささいなトラブル

に繋がったと考えられる１）。さらに、口腔機能低下や

活動量の低下から、食事量の低下や偏りによる低栄養

に繋がりやすくなっていると考えられる。 

そうしたことから日常生活における「楽しみ」が減

少し、抑うつ的な気分の低下に繋がったと考えられる。 

木村らは、外出や他者との交流、運動や社会参加な

どが介護、認知症、転倒、うつ、その他の高齢者の健

康と関連がある２）と述べており、本研究においても同

様の傾向がみられた。 

 本市の通いの場の再開においては、これまでの体操

等の運動に加えて、趣味活動等の「楽しみ」を感じら

れる活動を導入するとともに、会話や食事がいつまで

も楽しめるようオーラルフレイルや低栄養予防への

支援に取り組む必要性が考察された。 
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